
授業科目（ナンバリング） 有機薬化学実習（N4C215） 担当教員 

山口 泰史・小島 直人・佐々木 茂貴・ 

淀 光昭・山田 耕平 

・大神 正次・北川 翔大 

展開方法 実習 単位数 1 単位 開講年次・時期 2 年・後期 必修・選択 必修 

授 業 の ね ら い 

アクティブ・ 

ラーニング 

の類型 

 現在履修している有機薬化学、および 2 年/3 年次に行われる生物有機化学／薬品製造学／機器分

析学等の理解を深めるためにこの実習を行います。また、形式は、有機化学研究（創薬研究）を実

際に行う手順に準じるものとし、研究の実際を合わせて学びます。（実験計画、反応の遂行、生成物

の単離精製、機器分析、考察 及び 実験ノートの記入）有機化学反応、単離精製および機器分析

による化合物の構造決定など、基本的な内容を実験し、理解すると共にそれらの技術を修得します。 

①②④⑩ 

ホスピタリティ

を構成する能力 
学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

専門力 
各実験の背景、目的、内容等について理解できる。 

実験結果を正確に理解することができる。 

生成物提出 

レポート提出 

15％ 

25％ 

情報収集、 

分析力 

実習内容を正確に理解する。 

実験結果について、考察することができる。 

レポート提出 

実習課題 

15％ 

10％ 

コミュニケーシ

ョン力 
協力して実験が遂行できる。 実習態度 10％ 

協働・課題解決

力 

協力して安全に実験を遂行できる。 

反応がうまくいかないとき、その理由を考えることができる。 

実習遂行 

実習態度 

15％ 

10％ 

多様性理解力    

出 席 受験要件 

合 計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明 

 レポートおよび実験中の態度等も重要視します。すべての実習への出席は必須です。実験ノートの評価基準（ルー

ブリック）を教科書に公開しています。研究の方法に従い、記録してください。 

授 業 の 概 要 

1. 実験の目的および内容についての講義 

2. 実験の遂行（二人一組で実験を行う。） 

3. 生成物の単離精製および分析機器による構造決定 

4. 実験結果について考察、実験ノートの記入 

この授業の標準的な 1 コマあたりの授業外学修時間は、90 分です。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書： 初回講義の時に実習教科書を配付します。 

指定図書：「薬系有機化学」 安藤 章、山口泰史 編著、南江堂 

授業外における学修及び学生に期待すること 

1. 教員の注意をよく聞き、安全に実験を遂行すること。 

2. 以下のことが起こった場合、本人もしくは周りの学生が、すみやかにその旨を教官に申し出ること。①火災（小さ

な発火を含む） ②薬品等による火傷 ③あやまって薬品、溶液等が目に入った場合 

3. 環境管理（排水、有機溶媒の廃棄および薬品の取り扱い）を徹底すること。 

4. 実験の内容を事前に理解しておくこと。 

5. 実験ノートは、大切な記録であることを理解し、所定の書式にのっとり、実験後すみやかに記入すること。 

6. 今後の講義（生物有機化学／薬品製造学／機器分析学等）のために、実験内容を整理して理解しておくこと。 

実際に行う実験をとおして、有機化学に興味をもってほしい。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容 予習・復習 到達目標番号＊ 

1 実験計画 
実験内容について、反応機構を含めて理解す

る。（全担当教員） 

各反応機構を事前に

予習する。 
 

2 研究室内での安全 
安全管理に対する意識を持つ。《白衣、保護

めがねの着用》（全担当教員） 

実習書の安全に関す

る節を読み、大切さ

を理解する。 

 

3 環境 
環境管理の重要性を理解する。 

（全担当教員） 

実習書の環境に関す

る部分を読み、その

重要性を理解する。 

ADV89 

4 実験器具 

実験器具の名称をおぼえる。共用試験では、

実技（OSCE）もあることを念頭に置く。（全

担当教員） 

実験器具の名称を復

習する。 
 

5 実験ノート 
実験ノートの重要性を理解する。 

（全担当教員） 

実験ノートの重要性

を理解し、ポイント

を復習する。 

 

6 Diels-Alder 反応 

一段階で、6 員環化合物を一挙に合成する反

応を行い、反応性・立体選択性の概念を学ぶ。

（全担当教員） 

Diels-Alder 反応を

復習する。 
240, ADV79 

7 
コレステロールのジ

ブロモ化 

TLC による純度検定。NMR、IR、LCMS により

構造を同定する。（全担当教員） 

反応機構を復習す

る。 

206, 240, ADV78,  

ADV88 

8 ケトンの還元反応 

還元反応により、アルデヒドをアルコールに
換える。 

生成物の NMR、IR、LCMS を測定し、構造を決

定する。（全担当教員） 

還元反応を復習す

る。 

255, 256, 257, 

ADV75 

9 
分子模型を用いた演

習 

分子模型を用いて、混成軌道と分子構造につ

いて理解する。（全担当教員） 

混成軌道を復習す

る。 

227-234,237-239, 

ADV84,   

10 機器分析 1 
TLC 分析、融点測定について学ぶ。（全担当教
員） 

分析手法について復

習する。 
206 

11 機器分析 2 

NMR、IR、LCMS の概略を理解する。 

実際に NMR、IR、LCMS を測定し、生成物の構

造を同定する。（全担当教員） 

機器分析の原理等を

復習する。 

195,199-200,  

262-272 

12 レポート作成 レポートの作成・提出 

注）上記の第１回～第 12 回は、授業の概要を示したもので、講義の順番は変更される場合があります。 

＊到達目標番号と到達目標の対応は、大学 HP 掲載のコアカリ SBO 番号／項目対応表を参照して下さい。 


